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2011.3.11東北地方太平洋沖地震で著者のひとりが勤務する浦安高校において，大量の噴砂,噴水をともなう長大地割
れが発生した（楠ほか，2011）．本研究の目的は，この生成メカニズムおよび原因究明にある．地下地質調査にはハンド
オーガーおよび動的コーン貫入試験を用い，埋立層の層序を明らかにした他，空中写真解析をおこなった．その結果，次
のことが明らかになった．
調査地域は浦安高校敷地内で，旧海岸線から数 100m海寄りに位置する埋立地である．沖積層頂部までの深さは 3-4m

である．校庭には 2本の地割れが，➀地割れ：北北東-南南西方向，および，➁地割れ：西北西-東南東方向に分布する．地
割れの直下には，地震後の改修工事で埋立時のものとみられる杭列が見つかっている．この杭列は周辺の砂,シルト埋立
層に包埋されていて，地震動に対する受動特性の違いから地表部に開いた地割れを生じたものと考えられる．一方，地
割れを挟んだ埋立層の層相の違いは顕著で，➀地割れに直交する断面：沖積層頂部からその上約 2mほどの埋立層の層相
が，西側では砂質で Nd値も比較的高いのに対し，東側ではシルト質で Nd値は 0に近い．➁地割れに直交する断面：北
東側（猫実川側）では非常に Nd値が大きいのに対し，南西側では比較的小さい，と対照的な特徴を示す．
次に，空中写真解析の結果，➀地割れおよび➁地割れともに埋立過程における工事（工期,工区）の不連続の場所に当た

ることが判明した．埋立地は，➀➁２本の地割れを挟んで次の 3地区に区分され，《A》地区：海面下土地（浦安市史編さ
ん委員会，1985），《B》地区：海底浚渫土砂による埋立地《C》地区：護岸周辺地帯である．なお，《A》は文字通り海面下
にありながら土地所有者が存在した地区．また《B》とは埋立工程や盛土など埋立層の構成も異なっていた．《B》はこの
時期の埋立の圧倒的な部分を占め，海底浚渫土による埋立を行った典型的な埋立地である．《C》は海底浚渫土による埋
立を行っておらず、《B》に遅れて護岸的な性格をもった堅固な埋立地帯として生成された．ちなみに，➀地割れは《A》
と《B》の境界に，➁地割れは《B》と《C》の境界に位置し，沖積地（旧海岸線の陸側）を含めると 4地区に分けられる．
以上のことから，埋立プロセスの不連続が，地割れの発生要因になっていると考えられる．液状化地域の問題解決にあ

たっては，沖積層および埋立層の生成,埋立プロセスの把握が大切であり，これが防災上重要であることを強調したい．
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